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▽
24
年
産
米
の
販
売
価
格

と
価
格
変
動
幅

24
年
産
主
食
用
玄
米

（
1
俵
・
60
キ
ロ
平
均
・

税
込
）
の
販
売
単
価
は
、

「
2
万
1
円
〜
2
万
5
0

0
0
円
」
と
の
回
答
が

45
・
2
％
で
最
多
「
1
万

5
0
0
1
円
〜
2
万
円
」

が
20
・
7
％
で
2
番
目
に

多
か
っ
た
。「
2
万
5
0

0
0
円
以
上
」
と
の
回
答

も
24
・
4
％
あ
っ
た
。
23

年
産
米
価
格
か
ら
の
変
動

幅
に
つ
い
て
は
、「
5
0

0
1
円
〜
1
万
円
増
加
」

が
38
・
3
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で
「
1
円
〜
5

0
0
0
円
増
加
」
が
36
・

2
％
。「
変
わ
ら
な
い
」

は
3
・
2
％
で
、「
低
下

し
た
」
は
な
か
っ
た
。

▽
生
産
コ
ス
ト
上
昇
も
生

産
者
の
8
割
は
3
割
以
上

利
益
増
加

生
産
コ
ス
ト
は
前
年
比

で
「
1
・
1
〜
1
・
5
倍
未

満
上
昇
し
た
」
が
最
多
で

68
・
1
％
。次
い
で「
1
・

5
倍
以
上
上
昇
し
た
」
が

20
・
7
％
で
、
約
9
割
の

生
産
者
が
「
コ
ス
ト
が
上

昇
し
た
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
変
わ
ら
な
い
」

は
10
・
1
％
だ
っ
た
。

一
方
、
利
益
に
つ
い
て

は
、
前
年
比
で
「
30
％
未

満
増
加
」
が
最
も
多
く

38
・
8
％
。
次
い
で
「
30

〜
50
％
未
満
増
加
」
が
25

％
、「
50
％
以
上
増
加
」
が

11
・
7
％
で
、
利
益
が
増

加
し
た
と
の
回
答
が
合
わ

せ
て
75
・
5
％
と
な
っ

た
。

▽
コ
メ
価
格
「
現
在
は
高

す
ぎ
る
」
5
割
／
「
26
年

産
は
下
落
す
る
」
4
割

24
年
産
米
の
消
費
者
購

入
価
格
に
つ
い
て
は
、「
高

す
ぎ
る
価
格
で
流
通
し
て

い
る
」
と
の
回
答
が
53
・

7
％
で
最
も
多
く
、
次
い

で
「
高
い
が
適
切
な
価
格

で
流
通
し
て
い
る
」
が

30
・
9
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
主
食
用
玄
米
の

販
売
価
格
は
、
25
年
産
に

つ
い
て
は
7
割
以
上
の
生

産
者
が
24
年
産
よ
り
上
昇

す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、

「
30
％
未
満
上
昇
す
る
」と

の
回
答
が
51
・
6
％
で
最

も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

26
年
産
に
つ
い
て
は
、
24

年
産
比
で
40
・
9
％
の
生

産
者
が
「
下
落
す
る
」
と

の
見
方
を
示
し
た
。

▽
今
後
5
年
間
の
作
付
面

積
「
増
加
」
が
6
割
以
上

今
後
5
年
間
で
作
付
面

積
を
現
在
よ
り
ど
の
程
度

増
や
す
か
と
の
質
問
で

は
、「
10
％
以
上
増
加
予

定
」
と
の
回
答
が
63
・
3

％
、「
変
わ
ら
な
い
（
変

動
幅
10
％
未
満
）」が
31
・

9
％
。「
減
少
す
る
」
も

4
・
8
％
あ
っ
た
。

▽
今
後
へ
の
不
安
は
「
生

産
コ
ス
ト
上
昇
」
と
「
コ

メ
価
格
の
暴
落
」

今
後
の
稲
作
経
営
に
つ

い
て
の
質
問
で
は
、
コ
メ

の
安
定
及
び
増
産
に
向
け

て
の
取
り
組
み
や
対
策
に

つ
い
て
、「
基
盤
整
備
さ
れ

た
優
良
農
地
の
担
い
手
農

業
者
へ
の
集
積
・
集
約
」

（
1
3
4
件
）、「
適
正
で

正
確
な
作
況
指
数
の
把

握
」（
1
0
1
件
）、「
ス
マ

ー
ト
農
業
の
推
進
等
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
」（
82

件
）
な
ど
が
多
か
っ
た
。

次
に
、
今
後
の
不
安
に
つ

い
て
は
、「
農
業
用
施
設
や

機
械
の
取
得
単
価
が
高
す

ぎ
る
」（
1
4
5
件
）、「
生

産
コ
ス
ト
の
大
幅
上
昇
」

（
1
0
5
件
）、「
人
手
不

足
」（
1
0
5
件
）、「
生
産

過
剰
に
よ
る
コ
メ
価
格
の

暴
落
」（
1
0
4
件
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

公
益
社
団
法
人
日
本
農
業
法
人
協
会
が
5
月
30
日
に
公
表
し
た

「
コ
メ
生
産
に
係
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
1
8
8
件
）」
に

よ
る
と
、
現
在
の
コ
メ
価
格
に
つ
い
て
、
生
産
者
の
半
数
以
上
が「
高

す
ぎ
る
」
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
来
年
の
価
格
に

つ
い
て
は
4
割
の
生
産
者
が
「
下
落
す
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

コメ価格
26
年
産
は
下
落
す
る
４
割

コ
メ
生
産
に
係
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
日
本
農
業
法
人
協
会

主な記事
・25年産水田作付け意向調査
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つ
い
に
備
蓄
米
が
店
頭

に
並
ん
だ
。
一
部
大
手
小

売
業
者
で
5
月
31
日
に
店

頭
販
売
が
開
始
さ
れ
て
か

ら
約
2
週
間
。
農
林
水
産

省
は
随
意
契
約
に
よ
る
政

府
備
蓄
米
が
6
月
12
日
ま

で
に
、
沖
縄
県
を
除
く
46

都
道
府
県
3
7
3
1
店
舗

で
販
売
が
開
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
と
発

表
し
た
。
10
日
時
点
の
36

都
道
府
県
約
1
7
0
0
店

舗
か
ら
、
2
日
で
2
倍
以

上
も
増
え
た
。
沖
縄
で
の

販
売
も
時
間
の
問
題
の
よ

う
だ
。
価
格
は
税
抜
2
0

0
0
円
と
新
米
の
半
値
以

下
。
味
や
匂
い
が
ど
う
こ

う
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
が
古
米
。
緊
急

事
態
と
し
て
は
十
分
だ
ろ

う
。進

次
郎
米
の
大
放
出

は
、
高
止
ま
り
し
て
い
る

新
米
価
格
に
も
影
響
を
与

え
そ
う
だ
が
、
室
町
時
代

は
古
米
が
新
米
よ
り
高
か

っ
た
よ
う
だ
。
1
5
3
8

年
、
京
都
の
相
国
寺
が
古

米
と
新
米
を
同
量
ず
つ
買

っ
た
が
、
価
格
は
古
米
が

8
3
0
文
、
新
米
が
6
6

0
文
だ
っ
た
と
僧
侶
が
日

記
に
書
き
残
し
て
い
る
。

清
水
克
行
氏
の
著
書
『
大

飢
饉
、
室
町
社
会
を
襲

う
！
』
な
ど
、
古
米
の
価

格
が
新
米
の
1
・
2
〜

1
・
3
倍
で
あ
る
と
示
す

史
料
は
他
に
も
あ
る
と
い

う
。
同
氏
は
、
理
由
は
史

料
に
な
い
が
、
古
米
は
炊

く
と
水
分
を
多
く
吸
い
、

量
が
増
え
る
か
ら
で
は
な

い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

室
町
時
代
は
飢
饉
が
頻
発

し
た
時
代
。
味
よ
り
量
を

重
視
し
て
価
格
が
決
ま
っ

て
い
た
と
し
て
も
不
思
議

で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
備

蓄
米
放
出
は
価
格
高
騰
を

受
け
た
緊
急
対
策
と
し
て

の
も
の
だ
が
、
国
は
中
長

期
的
に
は
ど
う
す
る
つ
も

り
な
の
だ
ろ
う
。
価
格
維

持
が
目
的
の
事
実
上
の
減

反
政
策
を
転
換
す
れ
ば
、

生
産
量
が
増
え
て
価
格
は

下
が
り
消
費
者
は
喜
ぶ

が
、
生
産
コ
ス
ト
が
高
騰

す
る
中
、
作
る
側
は
苦
し

く
な
り
、
た
だ
で
さ
え
多

い
離
農
者
が
さ
ら
に
増
え

る
。飢

饉
が
続
い
た
室
町
時

代
以
降
、
農
村
で
は
雨
乞

い
行
事
な
ど
か
ら
祭
礼
が

定
着
。
人
々
は
結
び
つ
き

を
強
め
、
共
同
体
は
社
会

の
基
盤
に
な
っ
た
。
国
は

農
地
集
積
・
担
い
手
へ
の

集
約
を
推
し
進
め
る
が
、

集
積
が
進
ん
で
い
る
地
域

は
限
ら
れ
、
担
い
手
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
農

水
省
の
分
析
で
は
、
10
年

後
に
耕
作
者
不
在
に
な
る

農
地
は
6
割
に
も
及
ぶ
。

今
年
は
米
の
作
付
面
積

を
昨
年
よ
り
増
や
す
農
家

が
全
国
的
に
増
え
そ
う
だ

が
、
そ
の
分
、
国
産
増
加

を
掲
げ
る
麦
、
大
豆
、
飼

料
用
米
は
大
き
く
減
る
見

込
み
だ
。
一
時
的
に
米
が

増
え
た
と
し
て
も
、
食
糧

危
機
は
改
善
し
な
い
。

今
回
の
措
置
で
備
蓄
米

は
大
量
に
減
る
。
1
年
以

内
の
買
戻
し
ル
ー
ル
も
な

く
な
っ
た
。
数
年
後
に
緊

急
事
態
が
起
き
た
時
、
新

米
で
も
古
米
で
も
、
ば
ら

撒
け
る
だ
け
の
量
が
あ
る

だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
3
月

に
放
出
し
た
入
札
に
よ
る

備
蓄
米
が
い
ま
だ
店
頭
に

並
ば
な
い
こ
と
を
思
え

ば
、
随
意
契
約
は
破
格
の

ス
ピ
ー
ド
だ
。
Ｊ
Ａ
や
大

手
米
卸
は
「
流
通
が
確
保

で
き
な
い
」「
精
米
で
き

な
い
」「
袋
が
な
い
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
随
意
契

約
で
も
精
米
は
す
る
し
袋

も
い
る
。
今
の
状
況
を
ど

う
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
。

主
食
用
米
は
大
幅
増
／
転
作
作
物
は
大
幅
減

◇
主
食
用
米
の
作
付
面
積

と
生
産
量

▽
作
付
面
積
は
21
年
以
降

で
最
大
／
増
加
意
向
は
全

国
的
な
動
き

25
年
産
の
主
食
用
米
の

作
付
面
積
見
通
し
は
1
3

1
万
7
0
0
0
㌶
。
前
年

産
に
比
べ
て
5
万
8
0
0

0
㌶
増
加
し
、
21
年
以
降

の
5
年
間
で
は
最
大
の
生

産
面
積
と
な
る
。
農
林
水

産
省
が
5
月
23
日
に
公
表

し
た
「
4
月
末
時
点
の
水

田
に
お
け
る
作
付
け
意
向

調
査
（
25
年
産
第
2
回
中

間
的
取
組
状
況
）」
で
明

ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
25
年
産
米
に

つ
い
て
は
備
蓄
米
の
作
付

面
積
自
体
は
1
万
7
0
0

0
㌶
と
前
年
産
比
で
1
万

3
0
0
0
㌶
減
少
す
る
見

込
み
と
な
っ
た
が
、
備
蓄

米
の
買
入
入
札
が
中
止
と

な
り
主
食
用
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
で
き
る
た
め
、
主
食

用
米
と
合
わ
せ
た
食
用
米

の
総
作
付
面
積
は
1
3
3

万
4
0
0
0
㌶
と
な
る
。

ま
た
、
主
食
用
米
の
作

付
け
意
向
を
都
道
府
県
別

に
み
る
と
、
増
加
傾
向
が

34
道
県
、
前
年
並
み
が
11

都
府
県
、
減
少
傾
向
が
2

県
で
、
主
食
用
米
の
作
付

面
積
が
全
国
的
に
増
加
し

て
い
る
。

▽
生
産
量
は
7
1
9
万
ト

ン
・
21
年
以
来
の
7
0
0

万
㌧
台
に

主
食
用
米
の
生
産
量
見

込
み
は
、
平
年
単
収
（
10

㌃
当
た
り
5
3
9
㌔

）

計
算
で
前
年
産
比
40
万
㌧

増
の
7
1
9
万
㌧
で
、
こ

ち
ら
も
21
年
以
降
最
大
と

な
る
。
増
加
幅
も
、
24
年

産
の
前
年
比
18
万
㌧
増
を

大
幅
に
超
え
、
主
食
用
米

の
生
産
量
調
査
開
始
以
来

最
大
と
な
る
見
込
み
。

◇
転
作
作
物
は
軒
並
み
大

幅
減一

方
、
飼
料
用
米
・
加

工
用
米
・
麦
・
大
豆
な
ど

転
作
作
物
の
作
付
面
積

は
、新
市
場
開
拓
用
米（
輸

出
用
米
等
）
を
除
き
大
幅

に
減
少
し
た
。
飼
料
用
米

は
前
年
産
比
3
万
2
0
0

0
㌶
減
の
6
万
7
0
0
0

㌶
で
、
増
加
0
、
前
年
並

み
3
府
県
、
減
少
43
道
府

県
。
減
少
幅
が
最
も
大
き

か
っ
た
。
次
に
減
少
幅
が

大
き
か
っ
た
の
は
加
工
用

米
・
麦
・
大
豆
で
、
い
ず

れ
も
同
6
0
0
0
㌶
減
少

し
た
。
加
工
用
米
の
作
付

面
積
は
4
万
4
0
0
0
㌶

で
、
増
加
11
道
府
県
、
前

年
並
み
4
県
、
減
少
29
府

県
。
麦
は
9
万
7
0
0
0

㌶
で
、
増
加
14
府
県
、
前

年
並
み
7
県
、
減
少
24
道

府
県
。
大
豆
は
7
万
8
0

0
0
㌶
で
、
増
加
4
県
、

前
年
並
み
4
県
、
減
少
37

道
府
県
。
こ
の
他
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
用
稲
が
同
3
0
0
0
㌶

減
の
5
万
3
0
0
0
㌶
、

米
粉
用
米
が
同
1
0
0
0

㌶
減
の
5
0
0
0
㌶
、
唯

一
前
年
並
み
だ
っ
た
新
市

場
開
拓
用
米
が
1
万
1
0

0
0
㌶
だ
っ
た
。

主
食
用
米
の
価
格
上
昇

の
煽
り
を
受
け
、
国
産
増

加
を
目
指
す
作
物
が
軒
並

み
大
幅
に
落
ち
込
む
見
込

み
と
な
っ
た
。

農
林
水
産
省
の
作
付
け
意
向
調
査
に
よ
る
と
、
2
0
2
5
年
の
水
田
作
付
面
積

は
主
食
用
米
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
一
方
、
飼
料
用
米
・
加
工

用
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
転
作
作
物
の
多
く
は
大
幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
た
。
主
食
用
米
の
価
格
上
昇
を
背
景
に
、
転
作
作
物
へ
の
助
成
金
と

の
比
較
か
ら
、
主
食
用
米
に
転
換
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
。

２
０
２
５
年
産
水
田
作
付
け
意
向
調
査
農
水
省

コ
メ
協
奏
曲

集
落
営
農
に
占
め
る
法

人
の
割
合
が
毎
年
上
昇
し

て
い
る
。
農
林
水
産
省
が

行
っ
た
集
落
営
農
実
態
調

査
（
2
0
2
5
年
2
月
1

日
現
在
）
に
よ
る
と
、
集

落
営
農
数
は
1
万
3
9
5

2
で
前
年
か
ら
46
（
0
・

3
％
）
減
少
し
た
が
、
こ

の
う
ち
、
法
人
数
は
5
8

5
2
と
前
年
か
ら
1
0
4

（
1
・
8
％
）
増
加
し
た

た
め
、
法
人
割
合
は
前
年

か
ら
0
・
8
％
上
昇
し
、

41
・
9
％
と
な
っ
た
。
集

落
営
農
数
は
2
0
2
0
年

以
降
減
り
続
け
て
い
る

が
、
法
人
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。

集
落
営
農
数
を
地
域
別

に
み
る
と
、
東
北
が
3
1

5
1
と
最
も
多
く
、
次
い

で
北
陸
2
2
5
5
、
九
州

2
1
6
1
。
法
人
は
、
北

陸
が
1
3
1
9
と
最
も
多

く
、
次
い
で
東
北
1
1
4

5
、
中
国
9
3
9
と
続

き
、
集
落
営
農
に
占
め
る

法
人
の
割
合
は
、
北
陸
が

最
多
で
58
・
5
％
、
次
い

で
中
国
47
・
1
％
、
東
海

44
・
4
％
。
一
方
、
非
法

人
は
東
北
が
最
も
多
く
2

0
0
6
、
次
い
で
九
州
1

3
3
7
、
近
畿
1
2
1
8

の
順
だ
っ
た
。

集
落
営
農
に
お
け
る
具

体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い

て
は
、「
機
械
の
共
同
所

有
・
共
同
利
用
を
行
う
」

が
86
・
3
％
で
最
も
高

く
、
次
い
で
「
農
産
物
等

の
生
産
・
販
売
を
行
う
」

が
79
・
5
％
、「
作
付
地
の

団
地
化
な
ど
、
集
落
内
の

土
地
利
用
調
整
を
行
う
」

が
56
・
2
％
。
法
人
で

は
、「
農
産
物
等
の
生
産
・

販
売
を
行
う
」
が
98
・
6

％
と
最
も
高
か
っ
た
。

法
人
割
合
が
毎
年
上
昇

集
落
営
農
実
態
調
査
結
果

◇
事
務
局
体
制
変
更
の
お

知
ら
せ

▽
長
野
商
組
新
専
務
理
事

金
澤
孝
依
知
氏

◇
組
合
行
事
予
定

【
通
常
総
会
】

▽
7
月
23
日
（
水
）

秋
田
商
組
通
常
総
会

【
資
材
展
示
会
】

▽
6
月
26
日
（
木
）

岐
阜
商
組
資
材
展
示
会

▽
6
月
27
日
（
金
）

福
井
商
組
資
材
展
示
会

【
中
古
農
機
フ
ェ
ア
】

▽
7
月
11
〜
12
日（
金
土
）

兵
庫
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場
：
朝
来
市
イ
オ

ン
和
田
山
第
4
・
5
駐
車

場
）

▽
7
月
11
日
（
金
）

広
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場
：
Ｊ
Ａ
西
日
本

営
農
技
術
セ
ン
タ
ー
）

▽
7
月
17
〜
18
日（
木
金
）

福
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
会
場
：
プ
ラ
ン
ト
5

駐
車
場
）

２
０
２
５
年
４
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
40
件
《
農
水
省
》

▼
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
は
26
件

4
月
は
9
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
40
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
耕
う
ん
や
草
刈
り

な
ど
の
作
業
を
行
う
圃
場

と
は
異
な
る
場
所
で
発
生

し
た
事
故
が
13
件
あ
っ

た
。
具
体
的
に
は
、
倉
庫

な
ど
で
の
作
業
機
の
取

付
・
取
外
し
や
荷
物
の
昇

降
作
業
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
台

や
ト
レ
ー
ラ
ー
へ
の
機
械

等
の
搭
載
作
業
な
ど
で
、

2
名
が
死
亡
し
て
い
る
。

重
量
物
の
取
扱
い
や
高

所
作
業
が
多
い
農
業
は
、

圃
場
外
も
危
険
が
多
い
。

日
頃
の
慣
れ
で
忘
れ
が
ち

だ
が
、
身
近
に
潜
ん
だ
危

険
に
気
づ
く
こ
と
が
安
全

対
策
の
第
一
歩
と
な
る
。

▽
7
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

近
年
、
熱
中
症
に
よ
り

毎
年
、
約
30
名
の
方
が
農

作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
り

亡
く
な
っ
て
お
り
、
死
亡

事
故
の
約
85
％
が
7
〜
8

月
に
発
生
し
て
い
る
。
作

業
を
行
う
際
は
、
①
「
暑

さ
を
避
け
る
」、
②
「
こ

ま
め
な
休
憩
と
水
分
補

給
」、
③
「
単
独
作
業
は

避
け
る
」、
④
「
熱
中
症

対
策
ア
イ
テ
ム
の
活
用
」

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
6
月
1
日
か
ら
全
企

業
に
罰
則
付
き
の
熱
中
症

対
策
が
義
務
化
さ
れ
た
。

①
「
熱
中
症
や
疑
い
の
あ

る
人
が
い
る
場
合
の
報
告

体
制
」、
②
「
作
業
か
ら

の
離
脱
や
応
急
処
置
、
医

療
機
関
へ
の
搬
送
な
ど
重

症
化
防
止
対
策
」、
③「
対

策
内
容
の
職
場
内
周
知
」

を
策
定
し
ま
し
ょ
う
。
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農地６割受け手不在の恐れ
▽
10
年
後
の
受
け
手
不
在

農
地
は
36
％

同
省
は
4
月
、
今
年
3

月
末
ま
で
に
地
域
計
画
が

策
定
さ
れ
た
全
国
1
6
1

3
市
町
村
1
万
8
6
3
3

地
区
の
分
析
結
果
を
公
表

し
た
際
に
は
、
10
年
後
の

受
け
手
が
確
保
で
き
て
い

な
い
農
地
を
33
％
と
し
て

い
た
。
し
か
し
今
回
、
改

め
て
2
月
末
ま
で
に
策
定

さ
れ
た
4
6
6
市
町
村
4

6
4
3
地
区
、
面
積
に
し

て
1
0
4
万
㌶
を
分
析
し

た
結
果
で
は
、
10
年
後
の

受
け
手
が
確
保
で
き
て
い

な
い
農
地
が
36
・
5
％

（
38
万
㌶
）
に
上
っ
た
。

▽
地
域
計
画
で
は
受
け
手

確
保
も
…
実
態
は
「
高

齢
」「
規
模
縮
小
」
で
23

％
は
10
年
後
が
不
透
明

一
方
、
10
年
後
の
受
け

手
を
確
保
で
き
て
い
る
と

す
る
66
万
㌶
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
①
「
現
時
点
で

一
定
年
齢
以
上
の
農
業
者

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

農
地
」が
約
15
万
㌶（
14
・

7
％
）、
②
「
規
模
縮
小

な
ど
の
意
向
の
あ
る
農

地
」
が
約
9
万
㌶
（
8
・

4
％
）
あ
り
、
こ
の
2
つ

を
あ
わ
せ
る
と
、
10
年
後

に
受
け
手
が
い
な
い
可
能

性
が
高
く
、
将
来
利
用
さ

れ
な
い
恐
れ
の
あ
る
農
地

が
23
・
1
％
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
23
・
1

％
と
、
将
来
の
受
け
手
が

確
保
で
き
て
い
な
い
農
地

36
・
5
％
を
合
わ
せ
る
と

59
・
6
％
と
な
り
、
実
際

に
は
6
割
の
農
地
が
将
来

耕
作
放
棄
地
に
な
り
得

る
。将

来
の
受
け
手
が
い
な

い
農
地
に
つ
い
て
の
要
因

分
析
で
は
、
①
既
存
の
担

い
手
の
引
き
受
け
に
限
界

が
あ
り
、
担
い
手
不
足
と

な
っ
て
い
る
、
②
10
㌶
未

満
の
小
さ
な
規
模
で
地
域

計
画
を
策
定
し
た
た
め
、

地
域
内
に
受
け
手
が
少
な

く
受
け
手
を
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
③
基

盤
整
備
が
行
わ
れ
ず
農
地

が
分
散
し
て
い
る
た
め
、

受
け
手
を
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
、
④
農
地
所
有

者
が
不
在
村
の
た
め
受
け

手
が
検
討
で
き
な
い
、
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
10
年
後
の
農
地

集
約
状
況
の
分
析
結
果
で

は
、「
集
約
が
進
む
見
通

し
の
地
区
」
は
11
％
に
と

ど
ま
り
、
一
方
で
、「
ほ

ぼ
現
状
維
持
の
地
区
」
が

45
％
、「
農
地
の
受
け
手

が
い
な
い
地
区
」
が
43
％

に
上
っ
た
。
集
約
状
況
を

地
域
別
に
み
る
と
、
集
約

が
進
む
見
通
し
が
あ
る
地

区
の
割
合
は
、
北
海
道
52

％
、
東
海
19
％
、
近
畿
18

％
、
九
州
7
％
、
関
東
4

％
で
、
将
来
的
に
も
北
海

道
に
大
き
く
偏
る
可
能
性

が
示
さ
れ
た
。

◆
2
0
2
4
年
度
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
率
は
61
・

5
％
◆

農
林
水
産
省
の
取
り
ま

と
め
に
よ
る
と
、
2
0
2

4
年
度
の
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
率
は
全
体
で
61
・

5
％
。前
年
か
ら
1
・
1
ポ

イ
ン
ト
増
、
面
積
と
し
て

は
3
・
4
万
㌶
増
加
し
、

2
6
3
万
㌶
と
な
っ
た
。

ま
た
、
13
年
か
ら
の
増

加
面
積
の
う
ち
、
農
地
バ

ン
ク
に
よ
る
集
積
面
積
は

約
22
・
5
万
㌶
で
、
全
体

の
約
5
割
を
占
め
る
。

全
体
の
集
積
率
は
6
割

を
超
え
て
い
る
も
の
の
、

平
均
値
を
超
え
た
都
道
府

県
は
10
道
県
の
み
。
4
割

未
満
が
20
都
府
県
と
、
北

海
道
（
93
％
）
が
平
均
値

を
底
上
げ
し
て
い
る
状
況

に
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

農
林
水
産
省
は
3
月
末
を
期
限
に
提
出
さ
れ
た
地
域
計
画
を
分
析
・
検
証
し
、

そ
の
結
果
を
6
月
4
日
に
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
10
年
後
の
受
け
手
を
確

保
で
き
な
い
恐
れ
の
あ
る
農
地
が
最
大
で
6
割
に
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
4
月
の
速
報
値
か
ら
2
倍
近
く
増
加
し
た
。
地
域
計
画
で
は
受
け
手
を
確

保
で
き
て
い
て
も
、
実
際
に
は
高
齢
で
将
来
的
な
農
地
管
理
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
ケ
ー
ス
な
ど
が
多
く
あ
っ
た
。

高
齢
・
規
模
縮
小
で

地
域
計
画
分
析
農
水
省

食
料
を
持
続
的
に
生

産
・
供
給
す
る
た
め
農
産

物
・
食
品
の
価
格
に
合
理

的
な
コ
ス
ト
を
反
映
す
る

こ
と
を
関
係
者
の
「
努
力

義
務
」
と
す
る
食
料
シ
ス

テ
ム
法
が
6
月
11
日
の
参

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成

立
し
た
。
来
年
4
月
の
施

行
を
見
込
ん
で
い
る
。

同
法
に
は
、
合
理
的
な

費
用
を
考
慮
し
た
価
格
形

成
を
行
う
た
め
に
農
林
水

産
省
が
規
制
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
制
度
と
、

国
産
原
材
料
の
活
用
や
環

境
負
荷
低
減
な
ど
食
品
の

付
加
価
値
を
促
進
す
る
た

め
の
制
度
の
2
つ
が
措
置

さ
れ
て
い
る
。
コ
ス
ト
を

販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
こ

と
は
農
業
の
持
続
性
の
確

保
に
重
要
だ
が
、
同
時
に

環
境
負
荷
低
減
な
ど
の
取

り
組
み
も
進
め
て
消
費
者

の
理
解
と
支
持
を
得
る
こ

と
が
重
要
と
の
考
え
か
ら

2
本
柱
と
し
た
。

適
正
な
価
格
形
成
の
た

め
の
措
置
と
し
て
、
農
林

水
産
大
臣
は
食
品
の
取
引

実
態
調
査
を
行
う
。
ま

た
、
全
国
の
地
方
農
政
局

に
不
当
と
思
わ
れ
る
販
売

な
ど
扱
い
に
対
す
る
通

報
・
相
談
窓
口
や
専
門
職

員
（
Ｇ
メ
ン
）
を
全
国
で

20
名
程
度
配
置
す
る
。

ま
た
、
価
格
は
売
り
手

と
買
い
手
の
当
事
者
で
決

め
る
も
の
だ
が
、
双
方
に

コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
価
格

交
渉
を
行
う
よ
う
「
努
力

義
務
」
を
明
確
化
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
が
不
十
分

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

農
相
が
指
導
・
助
言
を
行

う
が
、
改
善
が
見
ら
れ
な

い
場
合
に
は
勧
告
と
会
社

名
の
公
表
に
加
え
、
公
正

取
引
委
員
会
に
通
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
農
相
は
品
目

を
指
定
し
、
生
産
者
、
流

通
業
者
な
ど
で
構
成
す
る

コ
ス
ト
指
標
を
作
成
す
る

団
体
を
認
証
す
る
。
団
体

は
コ
ス
ト
指
標
を
公
表

し
、
コ
ス
ト
指
標
の
変
動

を
も
と
に
価
格
交
渉
が
行

え
る
環
境
を
整
備
す
る
。

同
省
は
2
0
2
3
年
8

月
に
適
正
な
価
格
形
成
に

関
す
る
協
議
会
を
設
置

し
、
生
産
者
か
ら
消
費
者

ま
で
の
関
係
者
が
一
堂
に

介
し
て
価
格
形
成
の
在
り

方
を
議
論
し
て
き
た
。
今

後
は
来
年
4
月
の
法
施
行

に
向
け
て
、
コ
ス
ト
指
標

の
作
成
な
ど
を
進
め
て
い

く
。

食
料
シ
ス
テ
ム
法
成
立

農 水 省

コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
価
格
交
渉

を「
努
力
義
務
」と
し
て
明
確
化
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農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
が
進
み
、
人
手
不

足
で
悩
む
現
場
か
ら
は
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
い
い
か
ら

手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
㈱

マ
イ
ナ
ビ
が
農
業
ア
ル
バ

イ
ト
に
関
す
る
現
状
と
意

識
調
査
を
実
施
し
た
。

▽
農
業
バ
イ
ト
に
興
味
あ

り
77
％
・
経
験
者
は
16
％

農
業
バ
イ
ト
に
対
し

て
、
消
費
者
の
77
・
5
％

が
「
興
味
が
あ
る
」（
興

味
が
あ
り
経
験
が
あ
る
＋

興
味
は
あ
る
が
経
験
は
な

い
）と
回
答
し
た
。た
だ
、

実
際
に
ア
ル
バ
イ
ト
経
験

が
あ
る
と
の
回
答
は
16
・

3
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
バ

イ
ト
経
験
が
な
い
理
由
に

は
「
体
力
に
自
信
が
な

い
」（
20
・
3
％
）、「
周

り
に
農
家
が
お
ら
ず
、
縁

遠
い
印
象
が
あ
る
」（
19
・

5
％
）、「
農
業
経
験
が
な

く
、
仕
事
が
務
ま
る
か
自

信
が
な
い
」（
19
・
4

％
）、「
ど
う
や
っ
て
仕
事

を
探
せ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
」（
15
・
5
％
）、「
農

業
ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
事
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
な
い
」

（
14
・
4
％
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

〈
消
費
者
の
声
〉

・
普
段
あ
ま
り
身
体
を
動

か
さ
な
い
の
で
、
1
日
農

作
業
に
耐
え
ら
れ
る
か
自

信
が
な
い
（
北
海
道
・
30

代
男
性
）

・
知
り
合
い
の
紹
介
で
農

業
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

が
、
全
く
知
ら
な
い
農
家

で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
の
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ
る

（
広
島
県
・
20
代
男
性
）

▽
農
家
の
6
割
近
く
が
ア

ル
バ
イ
ト
を
雇
用
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用
も

ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
に
つ

い
て
は
、「
ア
ル
バ
イ
ト

雇
用
を
し
て
い
る
」
が

57
・
7
％
、「
援
農
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
賃
金
が

発
生
し
な
い
形
で
依
頼
し

て
い
る
」
が
14
・
7
％
。

収
穫
体
験
や
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
農
業
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
機
会
と
し

て
特
に
都
市
部
を
中
心
に

認
知
が
広
が
っ
て
い
る
。

収
穫
し
た
農
作
物
を
お
土

産
と
し
て
持
ち
帰
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
い

よ
う
だ
。

〈
農
家
の
声
〉

・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

サ
イ
ト
で
募
集
す
る
と
、

す
ぐ
に
集
ま
る
。
雇
用
に

は
困
っ
て
い
な
い
（
東
京

都
・
個
人
農
家
）

・
子
連
れ
Ｏ
Ｋ
に
し
て
い

る
の
で
、
レ
ジ
ャ
ー
感
覚

で
来
て
く
れ
て
い
る
と
思

う
（
神
奈
川
県
・
観
光
農

園
経
営
）

▽
農
家
が
重
視
す
る
の
は

経
験
よ
り
も
「
意
欲
」「
マ

ナ
ー
」

ア
ル
バ
イ
ト
採
用
時
に

農
家
が
重
視
す
る
ポ
イ
ン

ト
は
、「
真
面
目
で
熱
心
に

取
り
組
ん
で
く
れ
そ
う
」

（
26
・
7
％
）
が
最
多
。

次
い
で
、「
挨
拶
な
ど
の

最
低
限
の
マ
ナ
ー
が
あ

る
」、「
農
作
業
の
経
験
が

あ
る
」
と
続
い
て
お
り
、

経
験
よ
り
取
り
組
む
姿
勢

や
人
柄
を
重
視
し
て
い
る

傾
向
が
み
ら
れ
た
。

▽
農
業
バ
イ
ト
は
5
〜
6

月
が
ピ
ー
ク

農
家
が
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
す
る
時
期
は
5
月
が

12
・
2
％
で
最
も
多
く
、

以
降
、9
月（
11
・
3
％
）、

6
月
（
11
・
2
％
）
と
続

い
た
。
時
給
は
各
地
域
の

最
低
賃
金
に
準
じ
る
ケ
ー

ス
が
31
・
3
％
で
最
も
多

か
っ
た
が
、
高
時
給
も
あ

り
、
1
3
0
0
円
以
上
が

15
・
6
％
、
1
5
0
0
円

以
上
が
3
・
5
％
あ
っ

た
。

【
調
査
概
要
】

〈
調
査
期
間
〉

2
0
2
5
年
3
月
1
日

〜
3
月
31
日

〈
調
査
対
象
〉

「
マ
イ
ナ
ビ
農
業
」
を

利
用
す
る
農
家
・
消
費
者

〈
調
査
方
法
〉

マ
イ
ナ
ビ
農
業
編
集
部

が
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
に
関

す
る
現
状
と
意
識
に
つ
い

て
、
農
家
と
消
費
者
そ
れ

ぞ
れ
に
質
問
を
設
定
。
択

一
及
び
複
数
選
択
で
回
答

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
〉

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

〈
有
効
回
答
数
〉

農
家
6
9
7
名
・
消
費

者
1
9
3
6
名

▼

農
業
バ
イ
ト
に
興
味
あ
り

７７
％

▼
農
家
は
経
験
よ
り
も
意
欲
や
マ
ナ
ー
を
重
視

農
業
ア
ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
現
状
と
意
識
調
査
マ
イ
ナ
ビ
農
業

（８）令和 7年 6月 1 5 日（日曜日）全 農 機 商 報（第三種郵便物認可）第 7 4 7 号




